
山
田
一
仁
会
長
（
札
幌

市
議
会
議
長
）
は
8
月
、

野
田
聖
子
・
総
務
大
臣
、

梶
山
弘
志
・
ま

ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
担
当

大
臣
は
じ
め
政

府
・
与
党
の
要

職
者
ら
に
面
談

し
、
要
請
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

山
田
会
長
は
、
16
日
に
山
口
泰

明
・
自
由
民
主
党
組
織
運
動
本
部

長
、
21
日
に
野
田
大
臣
、

安
田
充
・
総
務
事
務
次

官
、
22
日
に
金
子
万
寿

夫
・
衆
議
院
議
員
、
30

日
に
梶
山
大
臣
―
に
面

談
。
▽
地
方
税
財
政
対

策
▽
地
方
創
生
の
推
進

▽
地
方
議
会
議
員
の
厚

生
年
金
加
入
の
た
め
の

法
整
備
―
な
ど
を
要
請

し
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

監監
査査
事事
務務
功功
労労
者者

総総
務務
大大
臣臣
表表
彰彰
式式
がが
挙挙
行行

地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念

監
査
事
務
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰

式
が
8
月
24
日
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
品
川
で
挙
行
さ
れ
た
。

表
彰
は
、
監
査
委
員
と
し
て
10

年
以
上
、
監
査
事
務
職
員
と
し
て

15
年
以
上
在
任
し
た
者
が
対
象
。

被
表
彰
者
は
、
2
3
0
名
。

表
彰
式
で
は
、
野
田
聖
子
・
総

務
大
臣
の
代
理
と
し
て
、
奥
野
信

亮
・
総
務
副
大
臣
か
ら
式
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。
本
会
か
ら
は
、
海
老

原
恵
子
副
会
長
（
栃
木
市
議
会
議

長
）
が
出
席
し
、
全
国
市
長
会
副

会
長
に
続
い
て
、
来
賓
祝
辞
を
述

べ
た
。

提提
案案
募募
集集
でで
回回
答答
提提
出出

――

三三
議議
長長
会会

本
会
な
ど
議
会
三
団
体
は
8
月

22
日
、
「
『
平
成
29
年
地
方
分
権

改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
に
係
る

意
見
照
会
』
に
対
す
る
回
答
に
つ

い
て
」
を
内
閣
府
地
方
分
権
改
革

推
進
室
に
提
出
し
た
。

こ
れ
は
、
8
月
2
日
付
け
で
、

同
室
か
ら
地
方
六
団
体
の
各
団
体

に
行
っ
た
、
地
方
の
提
案
に
対
す

る
関
係
府
省
か
ら
の
回
答
に
つ
い

て
の
意
見
照
会
の
依
頼
へ
の
回
答
。

【
回
答
】

各
府
省
の
第
1
次
回
答
で
は
、

対
応
は
困
難
と
さ
れ
た
も
の
な
ど

が
多
く
、
今
後
、
各
府
省
が
第
2

次
回
答
を
示
す
際
に
は
、
地
方
の

意
見
を
十
分
踏
ま
え
改
め
て
検
討

を
行
い
、
提
案
事
項
の
実
現
を
図

る
こ
と
。

【
訂
正
と
お
詫
び
】

本
紙
7
月
15
日
付
け
第
2
0
1

8
号
1
面
の
理
事
会
の
記
事
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
4
段
目
の
30

年
度
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
つ

い
て
、「
宇
都
宮
市
に（
11
月
15
日

・
16
日
開
催
）」と
あ
る
の
は「
宇

都
宮
市
に（
11
月
14
日
・
15
日
開

催
）」の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
す
る

と
と
も
に
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

第2024号9月15日平成２9年
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全
国
市
議
会
議
長
会
指
定
都
市

協
議
会
（
会
長
�
松
原
成
文
川
崎

市
議
会
議
長
）
は
8
月
17
日
、
福

岡
市
で
第
13
回
総
会
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
松
原
会
長
の
挨
拶

の
後
、
開
催
地
の
川
上
晋
平
副
会

長
（
福
岡
市
議
会
議
長
）
、
貞
刈

厚
仁
・
福
岡
市
副
市
長
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
挨
拶
。
続
い
て
、
事
務
報

告
を
了
承
し
、
協
議
に
入
っ
た
。

28
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
永
田

雅
紀
監
事
（
広
島
市
議
会
議
長
）

か
ら
監
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
認
定
。

続
い
て
、
29
年
度
の
活
動
に
つ

い
て
協
議
。
①
協
議
す
べ
き
テ
ー

マ
で
は
▽
多
様
な
大
都
市
制
度
の

創
設
等
▽
議
会
の
権
能
強
化
▽
本

協
議
会
の
会
議
の
見
直
し
（
研
究

会
の
運
営
の
あ
り
方
）
―
に
つ
い

て
、
原
案
の
と
お
り
決
定
。
ま
た
、

防
災
・
減
災
に
関
す
る
大
都
市
の

役
割
と
連
携
に
つ
い
て
、
各
市
へ

の
照
会
結
果
の
概
要
を
説
明
し
た

後
、
岡
部
恒
司
仙
台
市
議
会
議
長
、

澤
田
昌
作
熊
本
市
議
会
議
長
、
沼

倉
孝
太
相
模
原
市
議
会
議
長
、
渡

辺
義
郎
名
古
屋
市
議
会
議
長
か
ら

事
例
報
告
が
あ
り
、
災
害
対
応
法

制
の
見
直
し
や
政
令
市
間
の
連
携

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
②
要
望
す
べ
き
項
目
で
は
▽

多
様
な
大
都
市
制
度
の
早
期
実
現

▽
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
―
に

つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
、

災
害
対
応
法
制
の
見
直
し
に
つ
い

て
も
要
望
項
目
に
追
加
す
る
方
向

で
調
整
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。29

年
度
会
議
・
要
望
活
動
日
程

に
つ
い
て
、
11
月
7
日
に
第
14
回

総
会
を
開
催
す
る
な
ど
と
し
た
。

大
阪
市
提
出
議
題
に
つ
い
て
は
、

「『
2
0
2
5
日
本
万
国
博
覧
会
』

の
大
阪
・
関
西
誘
致
を
応
援
す
る

決
議
」
に
つ
い
て
、
第
14
回
総
会

で
正
式
に
議
案
と
し
て
諮
る
こ
と

と
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
研

究
会
を
開
催
。
嶋
田
暁
文

・
九
州
大
学
大
学
院
法
学

研
究
院
准
教
授
か
ら
「
政

令
市
の
あ
り
方
を
考
え
る

〜
道
府
県
と
の
関
係
・
都

市
内
分
権
・
広
域
連
携
を

中
心
に
」
と
題
す
る
講
演

を
聴
取
し
た
後
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
市
岡
博
道
佐
世
保
市

議
会
議
長
）
は
8
月
24
日
、
市
岡

会
長
は
じ
め
11
市
町
（
下
掲
）
の

議
長
に
よ
り
、
財
務
省
、
防
衛
省

に
対
し
、
平
成
30
年
度
基
地
対
策

関
係
予
算
確
保
（
概
算
要
求
時
）

要
望
活
動
を
行
っ
た
。

財
務
省
で
は
、
寺
田
稔
・
衆
議

院
議
員
同
行
の
下
、
今
枝
宗
一
郎

・
財
務
大
臣
政
務
官
、
福
田
淳
一

・
財
務
事
務
次
官
、
岡
本
薫
明
・

主
計
局
長
ら
、
防
衛
省
で
は
、
深

山
延
暁
・
地
方
協
力
局
長
に
面
談

し
、
要
望
書
を
手
交
の
上
、
要
望
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

要
望
内
容
は
、
7
月
11
日
の
第

88
回
理
事
会
で
決
定
し
た
要
望
書

の
う
ち
、
特
に
、
重
点
要
望
（
基

地
交
付
金
・
調
整
交
付
金（
総
務

省
所
管
）、
基
地
周
辺
対
策
経
費

（
防
衛
省
所
管
）そ
れ
ぞ
れ
の
所
要

額
確
保
�
本
紙
2
0
2
0
号
1
面

に
掲
載
。
要
望
書
は
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）
に
つ
い
て
。

※
要
望
活
動
参
加
市
町

▽
会
長
�
佐
世
保
市

▽
副
会
長
�
恵
庭
市
、
東
松
島
市
、

武
蔵
村
山
市
、
鹿
屋
市
、
上
富

良
野
町
、
瑞
穂
町

▽
相
談
役
�
相
模
原
市
、
大
和
市
、

舞
鶴
市
、
呉
市

（
要
望
活
動
班
＝
5
月
の
正
副

会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
で

決
定
）

挨拶する松原会長

総
会
の
模
様

指指
定定
協協
がが
第第
1133
回回
総総
会会
をを
開開
催催（（
於於
・・
福福
岡岡
市市
））

29
年
度
の
活
動
な
ど
を
協
議

基基
地地
協協
がが
予予
算算
確確
保保
をを
要要
望望

今
枝
政
務
官
ら
に
要
望

今枝財務大臣政務官

寺田衆議院議員

福田財務事務次官

岡本主計局長（右）

深山地方協力局長（右の手前）

第2024号 平成29年9月15日 （2）全 国 市 議 会 旬 報
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平
成
29
年
度
地
方
議
会
図
書
室

等
職
員
研
修
会
（
主
催
�
専
門
図

書
館
協
議
会
、
協
力
�
本
会
、
全

国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
）
を
8

月
24
日
・
25
日
の
2
日
間
、
都
道

府
県
会
館
で
開
催
し
た
（
本
紙
2

0
1
6
号
4
面
に
開
催
案
内
を
掲

載
）
。
テ
ー
マ
は
「
議
会
図
書
室

改
革
の
最
前
線
」
。

1
日
目
は
、
議
会
図
書
室
の
最

新
動
向
と
論
点
整
理
（
資
料
は
塚

田
洋
・
国
立
国
会
図
書
館
勤
務
が

作
成
）
を
専
門
図
書
館
協
議
会
事

務
局
か
ら
提
示
。
事
例
報
告
で
は
、

長
﨑
禎
和
・
三
重
県
議
会
事
務
局

企
画
法
務
課
政
策
法
務
監
、
重
森

貴
菜
・
呉
市
議
会
事
務
局
議
事
課

議
会
図
書
室
司
書
、
清
水
克
士
・

大
津
市
議
会
局
次
長
、
七
原
千
紘

・
田
原
市
中
央
図
書
館
嘱
託
司
書

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
し
た
（
事
例
報
告
の

題
目
は
下
掲
）
。
最
後
に
、
長
﨑

氏
、
重
森
氏
、
清
水
氏
の
ほ
か
、

豊
田
高
広
・
田
原
市
中
央
図
書
館

館
長
を
パ
ネ
リ
ス
ト
、
事
務
局
を

モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
、
パ
ネ
ル

・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

2
日
目
は
、
事
務
局
か
ら
専
図

協
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
た
後
、
参
加
者
で
グ
ル
ー
プ

討
議
を
行
っ
た
。

議
会
図
書
室
に
つ
い
て
は
、
地

方
自
治
法
第
1
0
0
条
第
19
項
で

附
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
第
31
次

地
方
制
度
調
査
会
答
申
（
「
人
口

減
少
社
会
に
的
確
に
対
応
す
る
地

方
行
政
体
制
及
び
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

あ
り
方
に
関
す
る
答
申
」
）
に
も
、

「
議
会
活
動
に
対
す
る
支
援
の
充

実
」
の
項
で
「
議
会
が
そ
の
役
割

を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、（
中
略
）議
会
図
書
室
の
機

能
向
上
が
必
要
で
あ
る
」
、
「
小

規
模
な
市
町
村
に
お
け
る
議
会
の

あ
り
方
」
の
項
で
「
議
会
図
書
室

の
共
同
設
置
等
を
行
う
こ
と
も
有

効
な
方
策
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い

る
（
地
制
調
答
申
の
該
当
部
分
は

本
紙
1
9
7
0
号
6
面
に
掲
載
）
。

ま
た
、
こ
の
研
修
会
で
は
、
1

日
目
に
、
28
年
の
第
11
回
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
大
賞
優
秀
成
果
賞
を
受
賞

し
た
呉
市
議
会
、
全
国
初
の
大
学

図
書
館
と
の
連
携
を
行
っ
た
大
津

市
議
会
の
事
例
発
表
な
ど
各
市
区

の
議
会
図
書
室
の
機
能
向
上
に
資

す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
等
を
紹

介
、
説
明
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

本
紙
で
は
次
号
か
ら
順
次
、
概
要

を
掲
載
す
る
。

次
号
で
は
、
「
議
会
図
書
室
の

最
新
動
向
と
論
点
整
理
」
で
取
り

上
げ
た
①
議
会
図
書
室
は
政
策
づ

く
り
に
役
立
つ
か
②
議
会
図
書
室

を
一
般
質
問
に
使
う
―
に
つ
い
て
、

情
報
収
集
に
役
立
つ
サ
イ
ト
の
紹

介
を
含
め
て
掲
載
す
る
。

【
事
例
報
告
題
目（
報
告
者
）】

①
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
の
整
備
事

例
・
三
重
県
議
会
図
書
室
に
つ

い
て
（
長
﨑
禎
和
・
三
重
県
議

会
事
務
局
政
策
法
務
監
）

②
「
強
い
議
会
」
を
支
え
る
「
使

え
る
」
議
会
図
書
室
を
つ
く
る

―
議
員
の
知
的
拠
点
と
し
て
の

議
会
図
書
室
を
目
指
し
て
―

（
重
森
貴
菜
・
呉
市
議
会
事
務

局
司
書
）

③
物
置
議
会
図
書
室
の
改
革
戦
略

〜
全
国
初
・
大
学
図
書
館
と
の

連
携
（
清
水
克
士
・
大
津
市
議

会
局
次
長
）

④
議
会
図
書
室
へ
の
公
共
図
書
館

の
見
方
・
関
わ
り
方
（
七
原
千

紘
・
田
原
市
中
央
図
書
館
嘱
託

司
書
）

防
災
推
進
国
民
大
会
2
0
1
7

が
、
11
月
26
日（
日
）・
27
日（
月
）

の
2
日
間
、
宮
城
県
仙
台
市
の
仙

台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

す
。同

大
会
は
、
防
災
推
進
国
民
会

議
の
活
動
の
ひ
と
つ
で
、
「
自
助

・
共
助
」
「
多
様
な
主
体
の
参
画

と
連
携
」
を
促
進
す
る
た
め
、
国

民
の
防
災
意
識
の
向
上
、
災
害
に

関
す
る
知
識
や
経
験
の
共
有
等
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
大
規
模
災
害
に
備

え
る
〜
み
ん
な
の
連
携
が
力
に
な

る
防
災
〜
」
。
小
テ
ー
マ
は
①
地

域
に
お
け
る
連
携
を
深
め
る
②
防

災
に
つ
い
て
学
ぶ
③
誰
も
が
参
加

す
る
防
災
―
の
3
つ
。
講
演
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

3
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
セ
ッ
シ

ョ
ン
や
ブ
ー
ス
の
展
示
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。

28
年
の
第
1
回
大
会
で
は
、
1

2
0
0
0
人
が
来
場
し
、
ア
ン
ケ

ー
ト
に
回
答
し
た
9
割
以
上
の
方

が
防
災
意
識
が
向
上
し
た
と
答
え
、

各
種
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
国
民
の
防
災
意
識

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
す
る
契
機

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
に
は
2
0
1
7
防

災
産
業
展
ｉ
ｎ
仙
台
が
、
25
〜
28

日
に
は
世
界
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
／

防
災
ダ
ボ
ス
会
議
＠
仙
台
2
0
1

7
が
開
催
さ
れ
、
仙
台
か
ら
産
官

学
民
の
防
災
知
見
を
発
信
す
る
大

規
模
な
総
合
防
災
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
す
。

※
開
催
概
要

主
催防

災
推
進
国
民
大
会
実
行
委
員

会
（
内
閣
府（
防
災
担
当
）・
防

災
推
進
国
民
会
議
・
防
災
推
進

協
議
会
）

対
象広

く
一
般

入
場
料

無
料

日
程11

月
26
日（
日
）・
27
日（
月
）

会
場仙

台
国
際
セ
ン
タ
ー
・
せ
ん
だ

い
青
葉
山
交
流
広
場
（
地
下
鉄

東
西
線
・
国
際
セ
ン
タ
ー
駅
よ

り
徒
歩
1
分
）

問
合
せ
先

防
災
推
進
国
民
大
会
2
0
1
7

運
営
事
務
局
（
株
式
会
社
フ
ォ

ン
テ
ッ
ク
内
）

☎
0
3
―

5
5
4
5
―

9
1
9
1

大
会
Ｈ
Ｐ

h
ttp://bosai- k

o
k
u
ta
i.

jp
/

※
年
の
表
記
が
な
い
も
の
は
29
年

▼
議
長

▽
島
田

福
田
正
男（
6
・
8
）

▽
知
立

風
間
勝
治（
8
・
28
）

▽
益
田

弘
中
英
樹（
8
・
28
）

▽
松
原

永
田
光
治（
8
・
29
）

▽
柏

小
泉
文
子（
9
・
1
）

▽
盛
岡

天
沼
久
純（
9
・
4
）

▽
八
幡
浜

新
宮
康
史（
9
・
4
）

▼
副
議
長

▽
島
田

大
石
節
雄（
6
・
8
）

▽
知
立

水
野

浩（
8
・
28
）

▽
益
田

永
見
お
し
え（
8
・
28
）

▽
松
原

中
尾
良
作（
8
・
30
）

▽
柏

石
井
昭
一（
9
・
1
）

▽
盛
岡

兼
平
孝
信（
9
・
4
）

▽
八
幡
浜

石
崎
久
次（
9
・
4
）

▼
事
務
局
長

▽
湯
沢

奥
山
耕
伸（
28
・
4
・
1
）

▽
む
つ

東

雄
二（
4
・
1
）

▽
一
関

菅
原
広
文（
4
・
1
）

▽
奥
州

家
子

剛（
4
・
1
）

▽
須
賀
川

小
山
伸
二（
4
・
1
）

▽
養
父

濱
良
賀
津（
4
・
1
）

▽
宇
和
島

赤
松

明（
4
・
1
）

▽
遠
野
市
（
岩
手
県
）

〒
0
2
8
―
0
5
9
2

岩
手
県

遠
野
市
中
央
通
り
9
―
1

☎
0
1
9
8
―
6
2
―
2
1
1
1

℻
0
1
9
8
―
6
6
―
3
0
2
1

議議
会会
人人
事事

防防
災災
推推
進進
国国
民民

大大
会会
をを
開開
催催
1111月月

議議
会会
図図
書書
室室
のの
研研
修修
会会
をを
開開
催催

呉

市（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
優
秀
成
果
賞
受
賞
）

大
津
市（
全
国
初
の
大
学
図
書
館
と
の
連
携
）

な
ど
の
先
進
事
例
を
学
ぶ

新新
庁庁
舎舎
落落
成成
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全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
増
田
暢
之
磐

田
市
議
会
議
長
）
は
10
月
26
日
、

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
13
回

地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
阪
本
研
一
・

美
濃
市
立
美
濃
病
院
長
か
ら
「
当

院
の
経
営
再
建
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と

そ
の
成
果
」
、
森
田
洋
之
・
南
日

本
ヘ
ル
ス
リ
サ
ー
チ
ラ
ボ
主
宰
者

か
ら
「
『
少
子
高
齢
・
人
口
減
少

時
代
に
求
め
ら
れ
る
医
療
・
介
護

の
本
当
の
姿
と
は
。
』
〜
い
ま
夕

張
市
民
に
学
ぶ
こ
と
〜
」
と
題
す

る
講
演
を
聴
取
し
ま
す
。

毎
年
、
好
評
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
が
、

協
議
会
加
盟
市
・
組
合
議
会
で
あ

れ
ば
、
正
副
議
長
の
み
な
ら
ず
、

議
員
の
方
々
、
議
会
事
務
局
、
病

院
、
市
長
部
局
の
担
当
職
員
の
方

々
は
、
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
協
議
会
加
盟
市
以
外

の
方
も
参
加
は
可
能
で
す
（
た
だ

し
、
2
0
0
0
円
の
参
加
費
が
必

要
と
な
り
ま
す
）
。

参
加
は
、
先
着
順
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
開
催
要
領
、
参
加
申
込

書
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

全国市議会議長会の全国自治体病院経営都市議会協議
会は、加盟都市・組合議会による病院経営の健全化のため
の活動に資することを目的に、地域医療政策に関するセミ
ナーを開催しております。
医師不足・偏在問題をはじめ、地域における医療現場の

実態について詳しいお二人の講師より、地域医療をいかに
守り育てるかについて、お話を伺います。

【開催日時】 平成29年10月26日（木）
午後1時～午後4時40分（正午受付開始）

【開催場所】 都市センターホテル3階「コスモスホール」
東京都千代田区平河町2－4－1

【講 演】

「当院の経営再建のアプローチとその成果」
美濃市立美濃病院 病院長

阪 本 研 一 氏

「少子高齢・人口減少時代に求められる医療
・介護の本当の姿とは。」
～いま夕張市民に学ぶこと～
南日本ヘルスリサーチラボ 主宰者

森 田 洋 之 氏

【参加対象】 全国自治体病院経営都市議会協議会加盟都市
・組合の議会正副議長、議員、議会事務局職
員、病院職員及び市長部局担当職員

【定 員】300名程度（先着順）
※1団体当たりの人数制限はありません。

�������������������������
����

※定員に達した時点で申込を締め切らせて頂
きます。

【参 加 費】 無料
（ただし協議会加盟都市以外は1人2,000円）

【申込方法】 全国市議会議長会ホームページより参加申込
書を印刷し必要事項をご記入のうえ、����必ず議

����������会事務局を通じてファクスにてお申込くださ
い。

【問合せ先】 全国市議会議長会政務第二部 福田・中冨
TEL：03‐3262‐5236

【
講
師
紹
介
】

▽
阪
本
研
一
（
さ
か
も
と
・
け
ん

い
ち
）
岐
阜
大
学
医
学
部
第
1

外
科
を
経
て
、
美
濃
市
立
美
濃

病
院
に
赴
任
。
17
年
4
月
か
ら

同
病
院
長
。
専
門
は
消
化
器
・

一
般
外
科
（
肝
胆
膵
・
内
視
鏡

外
科
手
術
）
。

▽
森
田
洋
之
（
も
り
た
・
ひ
ろ
ゆ

き
）
夕
張
市
立
診
療
所
所
長
を

経
て
、
現
在
、
南
日
本
ヘ
ル
ス

リ
サ
ー
チ
ラ
ボ
代
表
な
ど
。
28

年
に
は
、
著
書
「
破
綻
か
ら
の

奇
蹟
〜
い
ま
夕
張
市
民
か
ら
学

ぶ
こ
と
〜
」
で
、
日
本
医
学
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
優
秀
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。
専
門
は
在
宅

医
療
・
地
域
医
療
・
医
療
政
策

な
ど
。

【2017年8月号】
特集：地方自治法・地方公務員法等

の一部改正
巻頭言：大山礼子
・平成29年地方自治法改正の解説

松谷 朗
・地方公共団体における内部統制の
制度化について 町田祥弘
・監査基準の作成について

池田昭義
・地方独立行政法人の業務への窓口
関連業務等の追加 武藤博己

・地方自治法平成29年改正で議会が
考えるべきこと 田口一博
・地方公務員法及び地方自治法の一
部を改正する法律について

総務省公務員部公務員課
【連載】
・議会基本条例を議会に活かす・
住民に活かす 吉田利宏
・市町村議員のためのよくわかる
地方税 山本倫彦
・市町村議会広報クリニック

吉村 潔

株式会社

中央文化社
ご注文・問い合わせは
TEL 03‐3264‐2520 又は FAX 03‐3264‐2867
URL http: //chuobunkasha.com/

10月26日
地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

Ａ4判・72頁・定価752円（年間購読料9，024円）

阪
本
研
一
・
美
濃
市
立
美
濃
病
院
長

森
田
洋
之
・
元
夕
張
市
立
診
療
所
所
長
か
ら
講
演

議員研修誌 月刊 地方議会人
共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会
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